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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響

が
長
期
化
す
る
中
で
、
低
所
得
の
ひ
と
り

親
世
帯
の
方
に
対
し
生
活
支
援
を
行
う
た

め
に
給
付
金
を
支
給
し
ま
す
。

　

そ
の
他
の
低
所
得
の
子
育
て
世
帯
の
方

は
、
国
か
ら
詳
細
が
示
さ
れ
次
第
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

●
支
給
対
象
者

　

令
和
３
年
４
月
分
の
児
童
扶
養
手
当
を

　

受
給
さ
れ
て
い
る
方
。

※
児
童
扶
養
手
当
が
支
給
さ
れ
て
い
る
口

　

座
へ
４
月
30
日
に
支
給
し
て
い
ま
す
。

　

公
的
年
金
等
を
受
給
し
て
い
る
こ
と
に

　

よ
り
、
令
和
３
年
４
月
分
の
児
童
扶
養

　

手
当
の
支
給
を
受
け
て
い
な
い
方
で
本

　

人
及
び
扶
養
義
務
者
の
令
和
元
年
（
平

　

成
31
年
）
中
の
収
入
が
児
童
扶
養
手
当

　

に
係
る
支
給
制
限
限
度
額
を
下
回
っ
て

　

い
る
方
。

※
公
的
年
金
等
と
は
、遺
族
年
金
、障
害
年

　

金
、老
齢
年
金
、労
災
年
金
、遺
族
補
償

　

等
で
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響

　

を
受
け
て
家
計
が
急
変
し
、
本
人
及
び

　

扶
養
義
務
者
の
収
入
が
児
童
扶
養
手
当

　

を
受
給
し
て
い
る
方
と
同
じ
水
準
と
な

　

り
、次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
方
。

①
本
人
ま
た
は
扶
養
義
務
者
の
所
得
に
よ

　

り
児
童
扶
養
手
当
が
支
給
さ
れ
て
い
な

　

い
方
。

②
児
童
扶
養
手
当
の
申
請
を
行
っ
て
い
な

　

い
方
。

③
令
和
３
年
４
月
以
降
に
児
童
扶
養
手
当

　

の
申
請
を
さ
れ
た
方
。

●
給
付
額

　

児
童
一
人
当
た
り
一
律
５
万
円

●
申
請
方
法

　

支
給
対
象
者
の
う
ち　

、　

の
方
に
つ

い
て
は
申
請
が
必
要
で
す
。児
童
扶
養
手

当
の
受
給
資
格
が
あ
る
方
、
令
和
２
年
度

ひ
と
り
親
世
帯
臨
時
特
別
給
付
金
・
北
斗

市
ひ
と
り
親
世
帯
臨
時
給
付
金
を
申
請
さ

れ
た
方
に
は
５
月
中
旬
に
申
請
書
等
を
送

付
し
て
い
ま
す
。こ
の
ほ
か
、支
給
対
象
者

に
該
当
す
る
と
思
わ
れ
る
方
は
、子
ど
も
・

子
育
て
支
援
課
ま
で
お
問
い
合
せ
く
だ
さ

い
。

●
申
請
受
付

　

市
役
所
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
課

●
申
請
期
限
／
令
和
４
年
２
月
28
日
㈪

●
そ
の
他
／
問
い
合
わ
せ
の
内
容
に
よ
っ

　

て
、
個
人
情
報
保
護
の
観
点
か
ら
お
答

　

え
で
き
な
い
場
合
が
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、

　

ご
了
承
く
だ
さ
い
。

●
給
付
金
詐
欺
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
！

　

子
育
て
世
帯
生
活
支
援
特
別
給
付
金
に

つ
い
て
、
北
斗
市
や
厚
生
労
働
省
な
ど
が

Ａ
Ｔ
Ｍ
の
操
作
を
お
願
い
す
る
こ
と
や
世

帯
構
成
、
銀
行
口
座
の
番
号
な
ど
の
個
人

情
報
を
照
会
す
る
こ
と
は
絶
対
に
あ
り
ま

せ
ん
。も
し
不
審
な
電
話
が
か
か
っ
て
き

た
場
合
は
、
市
窓
口
ま
た
は
最
寄
り
の
警

察
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　
　

市
役
所
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
課
子

育
て
支
援
係﹇
内
線
１
６
２
〜
１
６
５
﹈
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問

子
育
て
世
帯
生
活
支
援
特
別
給
付
金

の
お
知
ら
せ

（
ひ
と
り
親
世
帯
分
）
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総合分庁舎農林課農林係 ☎77‐8811［内線128］問

　農作業中に機械が詰まったり、不具合を起こして
しまったときには必ずエンジンを停止させてから、
点検・修理等を行うようにしましょう。エンジンが始
動したままだと、急に動き出した際に体の一部が巻
き込まれる恐れがあります。

点検・修理時にはエンジンを停止
　この時期でも気温が高くなれば、
熱中症になる恐れがあります。少し
でも異変を感じたら、無理をせずに
風通しの良い日陰などで十分な休
息をとりましょう。

体調に異変を感じたらすぐに休む

作業に行くときは声をかけてから

　１人で作業に行くときは、家族や従業員の方に声
をかけ、どこでどんな作業をしているか分かるよう
にしましょう。いざというときのために、携帯電話を
必ず持っていきましょう。

　乗用トラクターについて
は、転倒時に空間を確保する
ための安全フレーム・キャブ
が必要です。また、シートベ
ルトも必ず締めましょう。

トラクターは安全フレーム・キャブが
装着されたものを使用

　トラクターの運転中に用水路へ転落したり、トラクターの修理作業中に突然車体が動き出し下敷き
になったり、斜面で転倒するなどの事故が発生しています。これらの事故は、「慣れ」によるちょっとし
た油断が原因と考えられます。安全を十分に確認し、慎重な作業を心がけましょう。

農作業中の事故に気をつけましょう


